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概要
チームスポーツにおいて、コミュニケーションがどのように機能しているのか、どんな役割を
果たし、どのように機能するべきなのか。この論文では、チーム内におけるすべてのコミュニケー
ションを円滑にすることによってそれぞれがうまく機能し、一つのチームが成り立つ、というこ
とを垂直の関係・水平の関係、全体としてのコミュニケーションという視点で捉え、論じる。
「コミュニケーション」とひと言で言っても、チーム内にはそれぞれの関係の中にコミュニケー
ションがいくつもあると考える。それらを円滑に図ることによって、それぞれが機能しチーム全
体としてのコミュニケーションが成り立っていくのだと考える。今回、チームスポーツにおける
すべてのコミュニケーションについて述べ、チーム力向上のためには何が重要なのかを論じた。
１ はじめに
１．１ チームスポートとコミュニケーション
チームスポーツ―それは個々が一つになった時に力を発揮するものである。チームスポーツと
は個人で行うのではなく、一つのチームとして協力しながら競い合う競技のことである。複数人
いる「レギュラー」と呼ばれる、実際にプレーをする出場選手と、控えの選手によって構成され
た、一つのチームとして全員の連携を取りながら対戦していく競技のことで、例えばサッカー、
野球、バレーボール、バスケットボールなどがこれに当てはまる。
決して一人では行うことのできないチームスポーツには、コミュニケーションというものは必
要不可欠である。人と人とをつなぐことのできるチームスポーツ。目標を持ち、競い合う楽しさ
を味わうことのできるスポーツ。仲間と頂点を目指し、また自分の限界や自分との戦いに挑戦で
きるスポーツ。体を動かし、リフレッシュすることのできるスポーツ。全てのチームスポーツは
「人」との関わりの中にあり、人々の中で楽しまれ、それがまた人とのつながりを深めていく、
いわゆるコミュニケーション手段の一つである。
私は、コミュニケーション文化学科に所属し、様々な形のコミュニケーションを学んでいく中
で、人との関わりでコミュニケーションがどれほど大切なことなのかを感じてきた。さらに、自
分が１５年間続けているバレーボールを通してスポーツの素晴らしさを身にしみて実感している。
チームスポーツにおいて、そのチームがうまく機能し、勝敗にこだわったり、楽しんでいくため
には、技術や能力も踏まえたうえで、「コミュニケーション」も非常に重要な要素の一つになっ
ていると考える。
また、コミュニケーションはプレーの中での戦術内にも非常に大きく影響している。自分が大
好きなスポーツにおいて、コミュニケーションがどれほど大きな役割を果たしているのか。チー
ムスポーツにおける全てのコミュニケーションについて、様々な視点から論じていきたいと思う。
１．２ 先行研究
チームスポーツをする上で、「明確な目標を持つこと」「個々の技術の上達」「コミュニケーシ
ョン」が重要であるとよく言われてきた。チームスポーツはそれぞれ違う人間が集まって行うも
のであるからこそ同じ目標を持ち、それに向かって努力すること個々が一つのチームとなってい
く重要なポイントとなっている、ということから「明確な目標を持つ」ということは非常に理解
できる。また、そういった目標が明確になっていても実際にその目標を達成するには個々の技術
を磨き、上達させていかなければならない。目標を達成するための技術の向上はどのスポーツに
おいても重要なことであり、これも納得できる。
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しかし、「コミュニケーションが重要」と言われているものの、コミュニケーションの重要さ
や、具体的にどんなことが大切なのかが「コミュニケーション」と一括りにされ曖昧にされたま
まであると感じる。チームスポーツにおけるコミュニケーションの役割と機能を明確にするため
に、今回このテーマに設定した。
１．３ 研究の範囲と対象
チームスポーツを行うチーム構成員及び指導者の間にみられる上下関係もしくは水平関係にお
いて観察される意志疎通の行為全般を考察の対象にした。
２ チーム内におけるそれぞれの関係性
２．１ 垂直の関係（縦のつながり）
一つ目は垂直の関係すなわち上下関係のつながりである。これはチーム内において以下の二つ
に分けられる。
先輩と後輩の関係
監督（指導者）と選手の関係
ここでの関係は「対等」ではなく立場的に上下の関係にある。チーム内にあるこの上下の関係
はどうあるべきなのか、またどのように円滑にしていくのか。監督や指導者はチームを方向づけ
る重要な役割を担っている。指導するからこそ、そこと選手間の関係はどうあるべきなのか。
２．１．１ 先輩・後輩の関係
選手間の中には先輩・後輩という上下関係が生まれてくる。同じ「選手」であってもここに生
まれる上下関係はチームスポーツには必ずあるといえるであろう。先輩は後輩にどのように接す
るべきなのか。立場が上下関係にある中でうまくコミュニケーションを取っていくにはどうすれ
ばよいのか。
先輩・後輩の関係はチームスポーツのみならず、様々な場でみられる。一つのチームとして運
営していく中で、年齢が上だからと言って試合に出られる、ということはない。先輩後輩関係な
く、高い能力をもち、メンバーを引っ張っていけるものが試合に出る。これはどのスポーツにお
いても基本となるものである。どのチームも、試合に勝ちたいという気持ちは必ずあるだろう。
だからこそ、上下関係なく実力のあるものが試合に出る。そういったところでも、お互いを高め
合えるからこそ、年齢関係なくレギュラー争いの中でのライバルであり、よきチームメイトにな
るのである。優秀なチームは、プレー中に良い意味で先輩後輩関係がない。だからこそお互いに
よりよい関係を築いていくことが必要とされる。チームスポーツ経験者４７人を対象にアンケート
調査を行ったところ、「上下関係が厳しかったか？」という質問に対して「厳しかった」「どちら
かといえば厳しかった」と答えた人が３０人という結果になり、半分以上を占めていた。
しかし、全国大会レベルの結果を出しているアンケート回答者が皆同じ回答を記入していたこ
とに私は気づいた。その回答者達は「あまり厳しくなかった」と回答し、上下関係はあまりなか
った、と言う。また、「上下関係を円滑にするために心がけていたことは？」という質問に対し
て、「言葉遣い」「挨拶」「気遣い」という回答をしていた。中には「先輩に対してはきちんとし
た言葉遣い、後輩に対しては話しかけやすい雰囲気づくり」という回答もあった。日本の人間関
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係として、上下関係というものは必ずどこでもあることである。先輩に対する言葉遣いや態度、
そして挨拶はチームスポーツだけに限らず、社会でも同様である。今回のアンケート調査では、
「上下関係を円滑にしていくために心がけていたことは？」という質問に対し、多くの人が「挨
拶や言葉遣い」と答えていたことから、これらはスポーツのみならず様々な場で重要なことであ
ると言える。
他にも円滑にしていくために「先輩のいうことは基本的に聞いていた」「意識するときとしな
いときがあっていいと思う」「常に明るく声をかけるよう努めた、積極的に話しかけた」という
意見もあった。
先輩に対して自分の考えを伝えられない、言いたいことも言えないような関係は先輩後輩の上
下関係が良いということではない。優れたチームは、いい意味で後輩も意見を言い合える。先輩
に対しておびえながら後輩が萎縮すること、先輩が厳しく上下関係があることイコールすぐれた
チームとは言えない。同じ目標を持っている者同士、その目標を達成するため、よりいい方向に
チームを導いていくために、年齢関係なくチームのために努力し、先輩後輩共に話し合いをし、
相互関係を作っていくのである。そのためには、練習外でのコミュニケーションが非常に重要で
あるとされる。練習中のコミュニケーションはもちろん必要だが、それ以外の場所でどれだけお
互いに歩み寄って相互関係を築いていけるかでここの関係が変わってくる。むしろ、練習以外の
場所での関係の方が上下間の関係性を表していくと言っても過言ではない。実際、「先輩後輩と
の練習以外でのコミュニケーションは必要か？」というアンケートの回答で必要・どちらかとい
えば必要と答えた人は４０人いた。つまり、ここでどれだけお互いに信頼関係を作っていけるかが
重要となってくるのである。
先輩が一方的なチームは、後輩は先輩に対して信頼を持てない。上から頭ごなしに怒り、指摘
することや、必要以上の上下関係はコミュニケーションを円滑にしていく、ということから大き
くかけ離れる。お互いに信頼関係が持てないということはつまり、一致団結することができない。
後輩は先輩を慕い、先輩は後輩を可愛がる、という関係の中で、それぞれが上を目指して切磋琢
磨していくことが大切である。
２．１．２ 監督（指導者）と選手の関係
チームには必ず監督・コーチがいて、戦略を考えたり、メンバー構成を決めたりしている。ま
た、技術の指導もする。監督やコーチの考えに共感できなければ選手はついていかない。そして、
チームを選ぶ際に監督などの影響はとても大きい。お互いに信頼関係を築いていけるのか、また
監督の戦略は自分の納得するものなのか。監督の指導方法や練習方法、目標などが一致するから
こそ、その監督のもとで頑張りたいと思うのである。もちろん全て納得することばかりではない
だろう。しかし、そういった時に監督を信頼し、ついていけるのかどうか、ということがチーム
として非常に重要である。
今回のアンケート調査では、「監督の考え、指示が最も重要」という回答が２３人、「監督に自分
の意志や考えを伝えることが大切」という回答が２４人とほぼ半々であった。監督と選手の関係と
して、私は二通りあると考える。一つ目は監督のマインドというものを選手が共感し、監督の言
うことが全てである、というアンケートの前者の考え。もう一つは監督の考えは共感しているが、
一方で選手も考えを監督に訴えかけ、互いに理解しながらチームを一緒に作り上げていく、とい
うアンケート後者の考えである。どちらにせよ、監督とコーチ、そして選手がそれぞれ同じ目標
をもち、共有していくことが大事である。ただ監督が頭ごなしに怒るだけではチーム力は上がら
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ない。
練習方法について「楽しませながら伸ばす」という１７人の回答に対し、「厳しく指導し、時に
は怒り、辛い練習をして伸ばす」と答えた人が３０人と上回った。この結果からやはり指導者は厳
しく指導し、良い意味で選手と対等の立場ではあってはならないということが一つ重要なことで
あると言える。どんなに選手と近い立場にいても、そこには上下の関係がなくては選手と指導者
という関係が保てない。「厳しければいい」というわけではない。しかし、そこの関係が曖昧だ
と単なるチーム仲間になってしまう。
また、「監督（指導者）を信頼しているか？」という質問に対して、「信頼している」「どちら
かといえば信頼している」という回答をしたのは４６人であった。やはり、監督を信頼していなけ
れば監督の指示に素直に従えないし相談などもできない。そして監督は選手がチーム選びをする
上で非常に重要とされている。チームを決めるポイントとして、チーム内の雰囲気、一緒に戦う
メンバー、レベルなど様々なものが挙げられるが、その中で「監督」というのは決断を大きき左
右するポイントとなるのである。なぜならば、監督や指導者でチームの方向性は決まってくる。
もちろん選手自身で方向性を導いていくチームも中にはあるだろう。しかし、練習方法やメンバー
決め、それぞれの選手の良さを引き出し、戦力として最大限に力を発揮できるようチーム全体を
背負って方向性を決めていくのはやはり監督や指導者の役割である。つまり、そういった監督や
指導者のマインドを共感し、信じてついていけるかでチームは大きく変わってくるのだ。
サッカーのなでしこジャパンを世界一に導いた佐々木則夫監督が書いた「なでしこ力 次へ」
という本で、こういった出来事があったそうだ。２０１１年の女子ワールドカップの決勝。延長戦終
了間近に追いつき、PK戦直前でのキッカーの順番を決めたときのことであった。澤選手が自分
を最後に回してほしい、と監督に申し出たという。澤選手は以前、今回と同じように PK戦まで
もつれ込んだアジア大会の決勝で大事な PKを外していた。それがトラウマになっていたそうだ。
時間が迫る中、監督は一度決めた順番を変えるのか、それともそのままのキッカーの順番でいく
のか。佐々木監督はこう書いている。
「順番を後回しにしてほしい、という澤の懇願は、正直に言うと僕にとって想定外の出来事だ
った。アクシデントと言ってもいい。素早い判断が迫られた。この順番のままいくのか、それと
も一度出した結論を覆して、澤を後ろに回すのか。僕はほんのわずかな時間、目を閉じた。大き
く息を吸い込むと、芝の香りが体の中を貫いた。監督が何かを決断する基準は、ただ一つ。「目
的の達成」だ。この時のなでしこジャパンの目的とは、目の前の PK戦に勝つことだ。僕の考え
を選手たちに押しつけることではない。もちろん、結果が悪い方に出れば、決断した監督が責任
を問われることはよく分かっている。 僕は心を決めて、目を開いた。
『澤は同点ゴールでみんなを救ってくれたんだから、お役御免だな。PKは他のみんなで頑張
ろうじゃないか』
そう言って僕は、作戦ボードに貼り付けていた背番号１０、つまり澤のマグネットをはがし、ポ
イッと投げた。」
佐々木監督は自分の考えを押し付けるのではなく、選手の気持ちを考え、また自分たちの目標
というものを選手と共有し、さらによく選手ひとりひとりをしっかりと見ているからこそできる
ことであると、ここから読みとれる。
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信頼関係は互いのことを良く知らなければ築いていくことができない。選手の技術に関しては
練習中に見ていればわかるだろう。しかし、スポーツは技術だけではない。その選手の性格や特
徴など様々なことが影響してくる。精神力やメンタルなど、プレー以外のことが大きく関わって
くるのがスポーツ。つまり、選手一人ひとりのことを理解していなければチーム作りはできない
のである。そのため、練習時間以外のコミュニケーションが非常に重要であると考えられる。
今回のアンケート調査では「監督や指導者との練習以外のコミュニケーションは必要か？」と
いうアンケートに対して「必要」「どちらかといえば必要」と答えた人が４７人中３５人と大半を占
めた。やはり練習だけでは選手のすべては分からない。練習以外の場で話をしたり、お互いにコ
ミュニケーションを取ることによって、選手も指導者の考えを理解したり、練習中にはわからな
いことを知るきっかけにもなる。もちろん、選手一人ひとりの普段の様子や選手の考え、特徴な
ど様々なことを知るために、こういった練習以外の時間は指導者にとって必要な時間であると言
える。練習やその競技のことについて話すことはもちろん大切であるが、まったく関係のない会
話をすることも非常に重要である。そういった他愛もない会話からも選手の特徴や考えを理解す
る良いきっかけとなる。
また、中学や高校などの部活動は特に学校生活などを見ている監督が多い。普段の生活の中で
選手のことをよく見ているのだ。そういう競技外でのコミュニケーションはプレーにも大きく影
響してくる。大切なのは、選手も指導者もお互いに相手のことをより深く理解することである。
また、ミーティングなど、選手と指導者が集まって話し合いをする場も、多くの選手とコミュニ
ケーションを取る良い場である。選手からも指導者に質問をし、お互いに深く話をすることがで
きる。
チーム作りには指導者や監督が非常に大きな役割となる。指導をする者と指導をされる者、こ
の両者の関係が円滑になることでチームもより良いものになってくるのである。
２．１．３ 上下関係のパラドックス
チームスポーツにおける上下間の関係は厳しい形式であるということが、それらのコミュニ
ケーションの効率を良くしていくものと関係していくのだと考えていた。しかし、実際にアンケー
トを取ってみると、意外にも「厳しい形式」ということと、「コミュニケーションの効率」は必
ずしも一致するわけではないということが分かった。
「上下関係が厳しくない」というのは、関係を円滑にしていくためにそれぞれが意識的に相手
のことを考え、良い関係になるよう努めているからこそ「関係が厳しい」というようには感じな
いのだと考える。上の立場の人間が下の者に対してとにかく厳しく当たったり、「先輩のいうこ
とが絶対！」などという関係になること、先輩の機嫌をうかがいながらペコペコするような関係
は一見上下間の関係のコミュニケーションが効率よく取れているように思える。しかしそれは外
見だけの関係であって、実際は何のコミュニケーションも取れていないのではないか、というこ
とに気付いた。
では逆に、「上下関係が全くない」ということが良いのかと言ったらそうではない。先輩は後
輩を正しい方向に導いていくために、上下間に差があることは当たり前である。「関係が厳しい」
というのは、人それぞれの感じ方によって異なる。つまり、本人が先輩に対してどうしているの
か、後輩に対してどうしているのか、それぞれに対しての関係性をどのように築いてきたかによ
って感じ方は全く変わってくるのである。例えば、先輩は後輩に対してより話しやすい雰囲気作
り、後輩は先輩に対してきちんとした言葉遣いや挨拶、表情など、それらが円滑になっているか
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らこそギクシャクせず上下のつながりがよくなっていくのである。
また、そのように心がけているということは自然と習慣になっていく。自分が先輩から話しや
すい雰囲気を作ってもらえてきたからこそ、先輩に対して積極的に話しかけ、きちんとした挨拶
や言葉遣いができるのである。また、自分が先輩にそのようにしてもらっているからこそ、自分
も後輩に対して話しかけやすい雰囲気を作ることができ、その姿を見て後輩も自分たちにきちん
とした態度で接してくる。このように、こういった関係性は代々受け継がれていくものなのだと
考える。上を見て下は育つ、というがまさにその通りである。自分がしてもらったことを今度は
後輩に受け継いでいく。
お互いに相手の立場にたってそれぞれの関係を円滑にする努力をしているからこそ、気持ちの
良い関係が築いていけるのであって、「厳しい」と感じなくなるのであると考える。それは決し
てなあなあな関係なのではなく、同じ目標を達成するための仲間同士の関係を作り上げていくと
いうことにもつながる。お互いが相手のことを考えて接し、上下間のそれぞれの関係性が円滑に
なるからこそ、先輩に指導されても、指摘を受けても、「厳しい」とは感じず、むしろ「愛情」
と感じるのである。
また、「挨拶をしなければならない」「敬語を使わなければいけない」など、「やらなければい
けない」というような、無理やりしているような関係だと、「先輩は厳しい」というように感じ
てしまうきっかけにもなる。しかし、上下の関係が円滑にできていれば、自然と挨拶や言葉遣い
に気を付ける。つまり、同じように敬語を使い、同じように挨拶をしていても、後者の方は「厳
しい」とは感じず、むしろ当たり前のように感じるのである。
さらに、上下関係が表面上での関係になってしまうと、後輩は先輩に対しての信頼というもの
が生まれない。指摘をされてもその場だけの返事をして流してしまうようなことが起き、素直に
聞くことができない。その場だけうまくつくろっているような関係は結局上下間の関係は円滑に
取れているとは言えない。裏で先輩のことを悪くいってしまうというようなことが起こってから
では修復が難しい。
上下関係が厳しい、厳しくない、というのは本人の感じ方によって異なるが、本人が厳しいと
感じないということはつまり、上下関係が全くないような団体か、もしくはお互いに円滑なコミ
ュニケーションが取れるように心がけているからこそではないか。競技中であっても競技中でな
くても、共通して相手の立場にたって、相手サイドになって考え、行動することによってチーム
としてまとまってくるのである。
２．２ 水平の関係（横のつながり）
二つ目は横のつながり（水平の関係）である。これは「選手間」のコミュニケーションのこと
だ。チームプレーをする上で仲間とのコミュニケーションは必要不可欠である。
今回のアンケート調査では「チームスポーツをする上で最も大切にしていることは？」という
アンケートに対して、４７人中３３人が「メンバー同士のコミュニケーション」と回答した。（無回
答３名）この結果からも、チーム内のコミュニケーションはチームスポーツにおいて非常に重要
であると言える。団体競技や団体スポーツは、決して一人ではできず、チームの力がなければ勝
利することはできない。どんなに優れた選手、どんなにうまい選手がいても、チームとして一致
団結しなければ勝つことはできない。チームメイト同士の絆を築き上げていくためにも、コミュ
ニケーションというものは重要とされているのである。試合中はもちろん、仲間同士の仲を築き
上げていくためにも、コミュニケーションは大事である。
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バレーボールを例に挙げてみよう。バレーボールという競技は自分のコート内にボールが落ち
てしまったら相手に１点入ってしまう、というルールがある。だからこそ、コート内でお互いに
声を掛け合い、一つのボールを絶対に落とさないようつなげていくのである。意志疎通させるた
めに、仲間との関係というものは必要である。それはコミュニケーションと深く関係してくると
私は考える。実際、私はチームスポーツ経験してきて、チーム内がばらばらでまとまりに欠けて
いるときはやはりプレーもうまくいかない、と感じた。どんなに優秀で、能力を持っている選手
がいても、一人では勝つことができないのがチームスポーツの大きな特徴である。だからこそ、
お互いの考えを理解し、より良い関係を作り上げていくために、ここの関係を円滑にさせていく
必要がある。
選手間のコミュニケーションにおいて、「選手間の目標レベルを一致させる」ということ、そ
して「お互いの気持ちの格差を生じさせない」ということが水平の関係を円滑にしていくうえで
非常に重要である。なぜならば、気持ちの格差が生じてしまうことによって選手それぞれの意識
的な部分での違いが生まれてしまい、練習に取り組む姿勢なども変わってきてしまう。気持ちの
格差が生まれやすくなってしまうのはやはり、コートに立ってプレーをするレギュラーと、控え
の選手の間である。ここが一番お互いの気持ちの格差が生じやすい関係だ。
チーム内には必ずレギュラーと控えの選手がいる。つまり、プレーできる人数は限られてくる
のである。そこの関係をうまく築いていかなければ、チーム内での選手間のコミュニケーション
は円滑にできないと考える。そして、レギュラーと控えの選手の間に気持ちの格差が生まれてし
まうと、そこの関係に溝ができ、チーム全体のコミュニケーションも円滑にすることができない。
そこの関係をうまく築いていくためにも、レギュラーと控えの選手間で目標レベルの差を生じさ
せないということが重要なのである。
レギュラーはもちろん試合に勝つためにチームを背負ってコートでプレーし、プレーにおける
目標やチーム全体としての目標を常に持ちながら試合に臨んでいる。一方控えの選手はレギュ
ラーが試合に集中できるよう周りから声をかけ、プレー以外のところでチーム全体を支えている。
その中で、「どうせ私はプレーしないから」というように控えの選手のモチベーションが低いチー
ムは全体のモチベーションも上がらない。むしろ、控えの選手が盛り上げ、レギュラー選手を引
っ張っているチームこそが優れたチームであると言えるのではないか。レギュラーは控えの選手
の支えがあってプレーに集中できる、ということを忘れてはいけない。
では、目標レベルを一致させ、気持ちの格差を生じさせないためには何が大切なのか。今回の
アンケート調査では、「選手同士互いに認め合う」という回答が最も多く２３人であった。その次
に「レギュラーと控えの選手の関係をきちんと築く」という回答が１６人であった。（複数回答可）
お互いにメンバーを認め合うことによって絆も深まる。二番目に多かった「レギュラーと控えの
選手の関係を築く」ということをしていくためにも、互いに認め合うということは非常に重要で
ある。同じチームで同じ目標を持つ者同士、仲間の良いところを見つけ、相手のことを認めてい
くことによって、仲間でありながらも、レギュラーを目指すよきライバルになる。そういった関
係を築いていけるかどうか、また、レギュラーに選ばれず控えの選手になったとき、レギュラー
メンバーのことを認めていれば、その中で自分にできることは何か、ということを探していける
のである。
また、レギュラーの選手も控えの選手のことを選手として認めることによって、そのメンバー
のために、そのメンバーの分まで頑張ろうと思えるのではないか。選手同士お互いに認め合うこ
とによってそこに共通の目標が生まれる。その目標を達成するためにそれぞれが努力し、切磋琢
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磨しながらチームメイトとしての絆というものも生まれてくるのである。この水平の関係にある
コミュニケーションが円滑に行われなければ、もちろんチームとしての力は発揮されないのであ
る。
個々の力はもちろんなくてはならないものである。しかし、「チーム」として行うものである
からこそ、ここでは「チーム力」が求められる。そのチーム力を向上するために必要なこととし
て、アンケートの結果最も多かったのは「選手間のコミュニケーション」であった。ちなみに、
続いて多かったのが「明確な目標」、その次が「指導者」という回答だった。個々がどんなに技
術を磨いても、どんなに優秀な選手がたくさん集まっても、それらの間に見られる関係がうまく
いかなければ決してチームとして戦えない。「チームスポーツ」だからこそ、「チーム力」を磨か
なければ結果も残せない。そのためにも、コミュニケーションを取っていくことは非常に重要な
のである。
２．３ 目標設定におけるコミュニケーションの変化
そして三つめは「目標設定によってそれぞれのコミュニケーションに変化がある」ということ。
これらは先に述べた垂直の関係、水平の関係に大きく影響してくる。なぜならば、目標設定はチー
ムスポーツにおいて非常に重要な軸であるからだ。これは先行研究でも述べられているが、これ
を軸としてそれぞれのコミュニケーションにつながってくると考える。
例えば、「試合に勝って上を目指す」という目標のチームと「とにかくみんなで楽しむ」とい
うことを目的にしているチームとでは、それぞれのチーム内のコミュニケーションに差が出てく
る。「試合に勝って上を目指す」というチームは勝敗にこだわり、チームとして上を目指してい
るからこそ垂直の関係（上下間）、水平の関係（横の関係）が厳しくなる傾向があるということ
がアンケートの集計結果から分かった。
今回のアンケート調査では「チーム全体としての目標は？」という質問に対して「試合に勝っ
て上を目指す」という回答が３４人、「とにかくみんなで楽しむ」という回答は４人、その他が７
人（無回答２名）であり、「試合に勝って上を目指す」と答えた３４人の中で、先輩後輩関係が厳
しかったと答えたのは２２人であった。もちろん、前の章で述べたように、「上下関係が厳しい＝
優れた（強い）チーム」というのは成り立たない。上下関係の感じ方はそれぞれの感じ方、また
コミュニケーションが円滑に行われているか否かによって異なる。しかし、少なくとも「勝ち」
にこだわっているチームは、監督と選手、先輩後輩関係に上下の関係がうまれる傾向があるとい
うことは事実として言える。逆に、「楽しむ」を目的としているチームであれば、その中に厳し
さはあまり見られない。
「厳しい」というのは、規則が厳しい、怖い、怒る、というマイナスな印象を生みやすいが、
そうとは限らない。チームの伝統を守るため、チームを良い方向に導いていくために、指導者や
先輩がいる。勝敗にこだわり、上を目指しているからこそ時には厳しい態度で接することで、上
下関係をあえて作る必要もある。
「勝つ」という目標を達成するためにも、あえて厳しく接する指導者は多い。また、集団で行
動をするからこそ、あえて厳しく指導をすることによって、人間としても成長することができる
のである。また、日ごろから厳しい練習に耐え、厳しい指導に耐えることによって精神的にも成
長できる。試合中の競った場面やここぞというときに精神力の強さが出てくるのである。そこの
精神力を鍛えるために、勝負にこだわっているチームに関しては、厳しく指導をする監督や指導
者もいる。チームとしての目標によって、それらの関係性は大きく変わってくるのである。
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３ チーム内のコミュニケーションを円滑にはかるために
垂直、水平全体として、円滑なコミュニケーションをはかるために重要なことは何なのか。チー
ム内のコミュニケーションを円滑にはかるためには一体どんなことが必要なのか、何が大事にな
ってくるのか、具体的に何をすれば良いのか。
３．１ 練習以外のコミュニケーション
チーム内の関係を築いていくためには練習以外での時間の共有ということが大切である。練習
中と練習が終わった後のオンとオフの切り替えの中で、練習外だからこそ打ち明けられることや
相談、また、競技とまったく関係のない他愛もない話でさえ、それがお互いの信頼関係へとつな
がり、チーム内の関係に大きく関わってくるのである。
今回のアンケート調査では」「チームメイトと練習以外のコミュニケーションは必要か？」と
いうアンケートに対して、４７人中４１人が必要という回答をした。（無回答２名）練習だけではわ
からないことがたくさんある。普段の生活の中でコミュニケーションを取ることによって、お互
いのことをより理解し、練習中のコミュニケーションも円滑に取ることができるのである。プレー
をしていないときのメンバーを知ることで、チーム内に絆も生まれる。普段の生活でどれだけ信
頼関係を築いていけるかによって、プレーにも大きな影響が出てくるのである。
チームスポーツは「チーム」で一つ。だからこそ、メンバー同士の連係は非常に大切であると
されている。練習中だけではメンバー同士の連係はうまくいかない。一人の人間として、相手の
ことを理解しているからこそ、信頼関係が生まれ、連係もうまく取れるようになるのである。普
段チームメイトと全くコミュニケーションを取らない人はチーム内で孤立をし、そういった選手
がいればいるほどチームは個々になる、個々になればもちろんチームとして団結はできない。普
段の生活で関係が築けなければ練習中のコミュニケーションはうまくとれない。
では、練習以外の場で選手同士はどういったことでコミュニケーションをとっているのだろう
か。食事や会話、遊びに行く、メール等様々な回答があったが、つまり練習以外でのすべての時
間がコミュニケーションにつながっているのであるということが言える。このような練習以外の
場で仲間のことを知り、理解し、そこでのコミュニケーションが練習でのコミュニケーションに
つながっていく。スポーツをする上で、仲間のことを信じられなかったら勝負もできない。
同じ目標を持つ者同士、そういった信頼関係を作っていくためにも、普段の生活、つまり練習
以外の時間の共有というものが大切なのである。練習中は見ることのできない一面を見ることに
よって信頼関係も築けていける。また、キャプテン・副キャプテン・マネージャーなど、チーム
内で中核となっているメンバーは、なおさら練習外で集まって話をし、よりいい方向へチームを
導き出していく話し合いをしたり、お互いの気持ちを伝達し、そこの信頼関係が深まることによ
ってチームのまとまり、チーム力につながっていくのであると考える。
３．２ ミーティングの必要性
ミーティングとは練習の前や後に、練習内容やその日のポイント、目的、目標、そして反省な
ど、全員集まって話し合うことである。ミーティングは個人としてではなく、「チーム」として
メンバーで集まって話し合いをするというところに意味があると私は考える。
今回のアンケート調査では「ミーティングの必要性は何か？」という項目で、「選手間の目標
一致」という回答が最も多く４０人であった。続いて多かったのが「プレー面の確認」という回答
で３２人であった。（複数回答可）ミーティングは選手と指導者が集まる一つのコミュニケーショ
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ンの場である。練習以外の場でのコミュニケーションという意味でもミーティングはチームス
ポーツにおいて欠かせないものである。
その日の練習メニューや内容、意識向上などのために練習前にミーティングを行う場合もあれ
ば、その日の練習内容について振り返り、互いに指摘し合ったり、指導者が指示を出したりする
ために練習後に行う場合もある。さらに、練習のない日にも選手同士集まり、チーム運営につい
て話し合いをするなど、チームによって様々である。共通することは、練習外でありながら「チー
ム」のために行われているということである。
練習中は自分のプレーを見ることはできないからこそ、自分では気付けなかった点について他
のメンバーから指摘を受け、また自分が気付いたところなど練習中に言えなかったことを伝える
場として非常に重要であり、一つの選手同士のコミュニケーションの場となっている。もちろん
指導者も参加し、指導者を中心にチームの方向性を再確認したり、指導をしたりする場でもある。
そういった場を設け、話し合いを重ねていくことによって、よりお互いの相互関係が築ける。
さらに、新たな課題発見にもつながり、チーム力が上がるということにもつながっていくので
ある。このミーティングでは、キャプテンを中心に話し合いを進めていく形が多い。選手だけで
話し合いをする形もあれば、指導者やコーチも一緒になって話し合いをするということもある。
明確な目標を選手全員が共有していくためにも、また選手それぞれの考えや気持ちを互いに理解
していくためにも、チームスポーツにおいて、このようなミーティングは必要であると言える。
３．３ 合宿の必要性
多くのチームは泊りがけで練習や練習試合をするために合宿をする。一つの理由としては、夏
の暑い時期に涼しいところへ行って、より練習しやすい環境で練習に集中できるということ、そ
してもうひとつの大きな理由として、練習以外の時間を共有することによってチーム力の向上を
図るということである。
今回のアンケート調査では、「合宿は必要か？」という質問に対して４４人が「必要」「どちらか
といえば必要」と回答し、大半を占めた。また、「合宿で何を最も重視するか？」という質問で
は「チームの団結・統一・チームワーク向上」という回答が２３人で最も多かった。７人の人が「技
術の向上」と回答し、競技に集中できる環境になること、また競技する時間が長くなることによ
って技術も向上できる、という意見もあった。
合宿は練習以外の関わりの時間が非常に多い。朝昼晩常に共に過ごし、チーム内で様々な当番
を決め、互いに協力し合って過ごすことになる。食事をする時間や、お風呂に入る時間、寝る時
も起きる時も全て共に過ごし、練習をしていない時間もチームメイトと一緒である。
競技の向上はもちろんだが、その中で練習以外でのコミュニケーションが非常に大きい。寝食
を共にすることで互いをより深く理解し、結束力や絆も生まれてくるのである。「チームの団結・
統一・チームワーク向上」というのは「チーム力」ということと言える。泊りがけで、通常の練
習よりも時間をかけて行う合宿で、練習時間もたくさんあり、集中する環境も整っているのにも
かかわらず、最も重視されることが「技術の向上」という回答よりも「チームの団結・統一・チー
ムワーク向上」という回答が上回ったという結果から、チームスポーツにおいてチーム力向上に
はプレーをしている時間や練習以外の場でのコミュニケーションが非常に必要であるということ
が言えるのではないか。
自然と練習以外の場でのコミュニケーションを取ることができる合宿というものは「チーム力
の向上」のために非常に重要であり、多くのチームが行っている。それがチーム内でのまとまり
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という部分につながってくるのである。また、個人競技と違って、個々の技術だけでは勝利を得
ることができないということがチームスポーツというものであるからこそ、個人の技術や能力と
同じくらい仲間との関係、チーム内での信頼関係というものが非常に重要なポイントとなってく
るのである。そのため、メンバーと多くの時間を過ごすという意味でも合宿は大事なものである
と言える。
また、「技術の向上」という回答の中でも「個人の能力を伸ばす練習よりもチームという組織
を強くする練習が重視されていた」という回答があった。練習時間以外の時間を共にすることで
チーム内の関係を強化できる良いきっかけとなる。だからこそ、よりチーム力を鍛える、という
意味でも、合宿では個々の技術の上達よりもチームとしての結束や技術を向上させるための練習
を行うことが適していると言える。
また、合宿の期間はチームのメンバーと生活をするからこそ、集団でまとまった行動を取った
り、当番を決めたり、時間厳守であったり、団体行動だからこそ規則を守るという大切さを知る
こともできる。集団行動では自分勝手な行動は許されない。規則や決まり事を守らなければメン
バーに迷惑をかけることになる。自分勝手な行動をとり、集団をみだすようなことがあっては、
チームはまとまらない。そういった意味でも、規則を守る大切さ、集団行動というものを学ぶこ
とができる。
お互いに協力し合って生活をするということはつまり、コミュニケーションが必要となる。合
宿における練習以外でのコミュニケーションは、合宿中どの場面でも常に行われているのである。
長い時間一緒にいることで、普段見ることのできない一面も見ることができ、さらに深い関係に
なれる。チーム力向上のためにも、合宿という手段は非常に重要とされている。
３．４ 明確な目標を持つ・共有する
チームスポーツ内の関係をよりよくしていくためにはまずメンバーそれぞれが同じ目標を持っ
ていかなければならない。どんなにきつく厳しいことがあっても、納得いかないことがあっても、
同じチームで、そして同じ目標があるから共に乗り越えていけるのである。
それぞれ進む方向や目指しているものが異なれば、それはチームではなく単なる集団でしかな
らないのである。納得いかないことや衝突したときに、ただぶつかり合うのではなくお互いを理
解し、相互関係を築き上げていくことによって、同じ目標がある仲間同士一致団結していけるの
である。そのために、自分の気持ちを仲間に伝えていく、ということが重要となってくる。つま
り、そういったところでコミュニケーション能力が問われるのは、やはりチームスポーツである
と私は考える。チームのメンバー同士がそれぞれ目標としていることが異なれば当然チーム力は
上がらない。
例えばあるメンバーは試合に勝つということを目標としているのに対し、他のメンバーは「楽
しむ」ということを目標にしていた場合、練習の内容や取り組み方にも差が出てきてしまう。た
くさんの人数がいるからこそ、互いの目標を一致させなければチームはまとまらない。また、個々
の目標レベルが異なるとチーム内において気持ちの格差が生じ、円滑なコミュニケーションが取
れない。そのため、先ほどの水平の関係のところでも述べたように、レギュラーと控えの選手と
の関係をうまく築くことや、選手同士お互いに認め合うことが非常に重要であると言える。
また、監督が明確な目標を決める、ということも、目標レベルを一致させ、気持ちの格差を生
じさせないための一つの方法である。個々が曖昧な目標をもつよりも、監督や指導者がメンバー
それぞれの思いや考えを理解し、明確な目標を掲げていくことで、チーム全体を同じ方向に導い
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ていくことができる。ある選手は試合に勝つことを目標としている中、ある選手は勝ち負けより
も楽しさを重視して練習している、というようなことがあると、選手間の気持ちの面で差が生じ、
コミュニケーションが円滑に行われない。つまり、チームがバラバラになる。また、試合に勝つ
ことを目標としていても、その中でのレベルに差が起きるともある。例えば、ある大会で優勝す
ることを目標としている選手がいる中、その大会で一回戦突破できればいい、と思っている選手
が同じチーム内にいた場合、そこの目標レベルに差が生じる。どちらも勝つことを目標としてい
ることには変わりないが、設定しているレベルには大きな差が見える。
目標をお互いに共有することができないということは、チームが一つになることは難しい。ま
た、そうなるとチームスポーツにおいて非常に重要とされる連係プレーができなくなってしまう
ということになり兼ねない。このような事態を避けるためにも、お互い共有できるチームとして
の明確な目標を持つことが、チーム運営やチーム力向上という面でも非常に大切である。
また、監督のマインドやそのチームとしての目標がきちんとしていて明確になっていることは、
新しいメンバーを収集する一つの要素にもなるのだ。
４ ゲーム戦術におけるコミュニケーションについて
チーム内でコミュニケーションが十分に機能することによって、試合中のコミュニケーション
も成り立つと考える。ゲーム戦術におけるコミュニケーションとはつまり、試合中のコミュニケー
ション手段のことだ。試合中はゆっくり会話をすることができない。しかし、だからこそコミュ
ニケーションが必要となる場面でもある。うまく連係プレーをするために、ここでのコミュニケー
ションが勝敗を大きく左右するのである。
ゲーム内で行われているコミュニケーションに関して、先ほども述べたように、ゲーム中はゆ
っくり会話することは基本的にできない。だからこそ、お互いの意志疎通ができるか否かという
ところがゲーム運営において非常に重要となってくるのである。ゲーム中の会話はすばやく、簡
単に行わなければプレーが始まってしまう。また、ラリーの最中に関しては会話などできない。
プレーの確認など、互いにコミュニケーションを取らなければならない状況などたくさんある中
で、うまく連携するために、普段からの信頼関係が大切なのである。
今回のアンケートで、「試合中のコミュニケーションはどのように行われているのか？」とい
う質問に対して「プレーの確認」という回答が３７人、「チーム内の雰囲気向上」という回答が２８
人、「目（の動き）・表情」という回答が２５人という結果が出た。（複数回答可）また、意志疎通
やボディタッチなどという回答も多く、「試合中は全くとらない」という回答は、今回のアンケー
ト調査では０であった。この結果からも、試合中のコミュニケーションは必要不可欠であると言
えるだろう。
具体的に、ラリー中選手はどのようなコミュニケーション方法を使っているのだろうか。ラリー
が途切れた時であれば会話が全くできないということはないが、プレーをしている最中に「会話」
をすることは難しい。しかし、お互いに掛け声などで自分が今どの位置にいるのか、どんな状況
なのかを伝えることはできる。そういった時こそ互いにコミュニケーションを取らなければ連係
プレーはできない。また、試合中言語コミュニケーション以外にも「非言語コミュニケーション」
というものも非常に重要なコミュニケーションが手段になる。非言語とは言語を使わずにコミュ
ニケーションをとることである。つまり、ゆっくり会話ができないからこそ、ゲーム中のチーム
内の選手の表情、目の動き、動作、顔色などからメンバーの状態を把握し、また判断をするので
ある。非言語コミュニケーションに関しては仲間同士の間ではもちろん、相手チームとの間にも
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見られる。「戦う相手とコミュニケーションなんて必要なのか？」という疑問もあるだろう。し
かし、チームスポーツとは必ず試合をする相手チームがいてこそ競技になる。だからこそ、相手
との駆け引きや心理戦というものが勝負に大きく関わってくるのである。
例えば、相手チームの選手の目の動きや表情、行動から焦りや弱気、怒り、集中力の欠如など
という精神的、心理的な部分を読み取ることができる。スポーツにおいて相手の心理を的確に把
握することは勝敗に大きく影響を及ぼす非常に重要なポイントとなる。そのためにも、相手との
心理戦の中で、表情を読み取る非言語コミュニケーションは必要とされる。また、それはチーム
内でも同じである。戦術を相手チームに知られてはいけない。だからこそ、自分たちで決めたサ
インプレーなどでコミュニケーションをとり、目で伝える、いわゆる「アイ・コンタクト」で連
係プレーをしていくのである。
サインやアイ・コンタクトはお互いに信頼関係がなければ円滑に行うことができない。つまり、
言語コミュニケーションにおいても非言語コミュニケーションにおいても、普段の生活でコミュ
ニケーションが円滑に行われていなければ、ゲーム戦術においてお互いにコミュニケーションを
取ったり、試合中に連係プレーを行うことは難しいのである。サインや合図、アイ・コンタクト
が機能するにはお互いの信頼関係などが大切になってくると言える。
５ まとめ
本論ではチームスポーツにおけるコミュニケーションの重要性やそれぞれの関係性について考
察した。
第二章ではチーム内におけるコミュニケーションについて、垂直の関係、水平の関係について
概観した後に、それぞれの関係性のあり方、コミュニケーションの必要性について論じた。その
結果チーム力向上には垂直の関係、水平の関係共に大切なのはそれぞれの関係において円滑なコ
ミュニケーションがとれているかどうか、という点であった。また、チーム内で目標レベルの差
を生じさせないという中で、レギュラーと控えの選手間の間の関係を円滑にしていくということ、
また、選手同士互いに認め合うということも非常に重要であることが分かった。個々の力以上に
チーム力が求められるのがチームスポーツであるからこそ、「チーム力向上」のために選手間の
コミュニケーションは必要不可欠であるということがアンケート結果からも分かった。また、チー
ムの目標設定によってそれらのコミュニケーションにも変化があるということを論じた。
第三章ではチーム内のコミュニケーションを円滑にはかっていくために何が重要なのか、とい
う点について「練習以外のコミュニケーション」「ミーティング」「合宿」「明確な目標を持つ」
に分け、それぞれについて述べた。練習中だけでは得ることのできない信頼関係を築くために、
練習外でのコミュニケーションが非常に大切であるということを論じた。
第四章ではゲーム戦術におけるコミュニケーションについて取り上げ、ゲーム中におけるコミ
ュニケーション方法について論じた。チーム内のコミュニケーションはもちろん、相手チームと
の間にもゲーム戦術においてコミュニケーションが必要であり、サイン、アイ・コンタクト、目
の動きや表情、視線といった非言語コミュニケーションも非常に大きな役割を果たしているのだ
と分かった。そして、ゲーム中のそれらのコミュニケーションがうまく機能するには普段の関係
性が大きく関わってくるということも分かった。
結論として、チームスポーツにおいて、コミュニケーションは必要不可欠であるということが
言える。技術だけではチーム力は決して上がらない。試合に勝つためにも、その競技を楽しむた
めにも、チームとしてまとまっていくためにも、お互いがお互いを理解し、チームとしての意識
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をすることが大切なのである。練習以外の場も含め、互いにコミュニケーションをとることでチー
ム内のすべての関係が円滑に機能し、それがチーム力向上に繋がっていくのである。チームスポー
ツはコミュニケーションが円滑に機能しなければ成り立たない。チーム内におけるすべてのコミ
ュニケーションを円滑にすることによって、それぞれがうまく機能し、結果として一つのチーム
が成り立つのである。個人スポーツと違って、自分一人の力ではできないものであるからこそ、
全員で試合に勝つため、全員で楽しむため、どんな目標であってもその目標を達成するために、
チーム力を向上させる必要がある。そして、そのためにはすべてにおいてコミュニケーションが
必要なのだ。
参考文献
北島康介．２０１１．『前に進むチカラ～折れない心を作る７つの約束』東京：文藝春秋社．
佐々木則夫．２０１２．『なでしこ力～さあ、一緒に世界一になろう！』東京：講談社．
佐々木則夫．２０１２．『なでしこ力 次へ』東京：講談社．
長沼健．１９７５．『１１人の中の１人』東京：生産性出版．
中村和彦．２０１１．『アイ・コンタクト』東京：岩波書店．
―２５２―
付録 A
アンケートの設問および回答
性別 男性 ２０
女性 ２７
計 ４７
 チームスポーツをする上で最も大切にしていることは？
１．個々の技術の上達 ８
２．メンバー同士のコミュニケーション ３３
３．指導者とのコミュニケーション ０
４．その他（ワード参照） ３
５．無回答 ３
計 ４７
 チームとしての最高成績
・全国大会レベル ６ ・関東大会 ５
・東京都ベスト１６以上 ４ ・市大会優勝 １
・東京都ベスト３２ ２ ・県大会準優勝 ２
・地区大会 ２ ・所属連盟１部３位 １
・区大会優勝 ３ ・県大会出場 ４
・県大会ベスト３２ １ ・区大会準優勝 １
 チーム力向上のために必要なことは？（最大３つ選択）
１．楽しさ・やりがい １６
２．選手間のコミュニケーション ４４
３．リーダーシップ １２
４．伝統 １
５．健康管理 ６
６．指導者 ２２
７．明確な目標 ３５
８．その他（個々のモチベーション） １
計 １３７
 チーム内で意見がぶつかった場合どう対応するか？
１．自分の意見を貫く １
２．お互いが納得するまで話し合う ４５
３．相手の意見に合わせる ０
４．話し合わない ０
５．その他 １
計 ４７
 チームメイトと練習以外のコミュニケーションは必要か？
１．必要 ４１
２．不必要 ４
３．無回答 ２
計 ４７
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 コミュニケーションの必要性（自由回答）
６―１．なぜ必要？
Word参照
６―２．例えばどんなことでコミュニケーションを取るのか？（自由回答）
・ミーティング ２ ・プライベート １０
・常に行動を共にする １ ・会話 １０
・相談 １ ・遊ぶ １５
・挨拶 １０ ・チームのことを話す ５
・メール ４ ・食事 ２３
・日常のことすべて １
 先輩・後輩関係について
１．非常に厳しかった １３
２．どちらかといえば厳しかった １７
３．どちらかといえば厳しくなかった １４
４．まったくなかった ３
計 ４７
 先輩・後輩関係に部則や決め事はあったか？
１．あった ２３
２．あったがさほど厳しくはなかった １８
３．なかった ６
計 ４７
 先輩・後輩と練習以外でのコミュニケーションは必要か？
１．必要 ２３
２．どちらかといえば必要 １７
３．どちらかといえば不必要 ４
４．不必要 ３
計 ４７
 先輩・後輩関係を円滑にするために心がけていたことは？（自由回答）
Word参照
 監督・指導者を信頼しているか？
１．信頼している ３１
２．どちらかといえば信頼している １５
３．どちらかといえば信頼していない １
４．信頼していない ０
計 ４７
 監督・指導者と練習以外でのコミュニケーションは必要か？
１．必要 ２１
２．どちらかといえば必要 １４
３．どちらかといえば不必要 ８
４．不必要 ４
計 ４７
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 どういうところでコミュニケーションを取ろうとしているか？（複数回答可）
１．合宿 １１ ２．ミーティング １７
３．移動時間 １０ ４．食事中 ７
５．プライベート ５ ６．学校内 ７
７．その他 １
計 ５８
 監督・指導者について
１―１．監督に自分の意志や考えを伝えることが大切 ２４
１―２．監督の考え・指示が最も重要 ２３
計 ４７
２―１．厳しく指導し、時には怒り、辛い練習をして伸ばす ３０
２―２．楽しませながら伸ばす １７
計 ４７
 合宿は必要か？
１．必要 ３１
２．どちらかといえば必要 １３
３．どちらかといえば不必要 １
４．不必要 ２
計 ４７
 １合宿で何を最も重視するか？
１．技術の向上 ７ ２．精神力・忍耐力 ７
３．選手間のコミュニケーション ４ ４．信頼関係 １
５．挨拶・礼儀（社会性） ０ ６．チームの団結・統一・チームワーク向上 ２３
７．集団生活・規則 ５ ８．（競技に対する）モチベーションを高める ０
９．その他 ０
計 ４７
 ２合宿と普段の練習では何が違うか？（自由回答）
Word参照
 ３合宿をする前とした後と変化あるか？
１．ある ２５
２．どちらかといえばある １１
３．どちらかといえばない １
４．ない ０
５．無回答 １０
計 ４７
 ミーティングの必要性は何か？（複数回答可）
１．選手間の目標一致 ４０
２．プレー面の確認 ３２
３．連絡事項の確認 ２１
４．選手同士指摘い合う場 ２７
５．監督・指導者が指摘する場 ２０
―２５５―
６．ミーティングは必要ない ０
７．その他 １
計 １４１
 ミーティングの頻度はどれくらいか？
１．毎日 ５
２．練習日は毎日 １３
３．週４～５日 １
４．週２～３日 ８
５．週１日 １４
６．それ以下 ６
計 ４７
 試合中のコミュニケーションはどのようにおこなわれているか？（複数回答可）
１．プレーの確認 ３７
２．チーム内の雰囲気向上 ２８
３．意志疎通 １８
４．目（の動き）・表情 ２５
５．ボディタッチ ２０
６．試合中は取らない ０
７．その他 ０
計 １２８
 目標レベルを一致させ、気持ちの格差を生じさせないために何が大切か？（複数回答可）
１．レギュラーと控えの選手の関係をきちんと築く １６
２．お互いに目標を決める １０
３．監督が一つの目標を決める ４
４．選手同士互いに認め合う ２３
５．気持ちの格差が生じてしまうのはしょうがない ３
６．その他 ０
計 ５６
 チーム全体としての目標は？
１．試合に勝って上を目指す ３４
２．とにかくみんなで楽しむ ４
３．その他 （目標を決めてそれに向けて頑張る） ７
（チームにより異なる）
（１人がみんなのために、みんなが１人のために）
（試合に勝つのは前提で、その中で楽しむ）
４．無回答 ２
計 ４７
 チーム内のコミュニケーションと競技力・技術力は関係しているか？
１．非常に関係している ３０
２．どちらかといえば関係している １５
３．どちらかといえば関係していないい １
４．無関係 １
計 ４７
―２５６―
付録B
アンケート調査の自由回答
 練習以外のコミュニケーションの必要性
－１ なぜ必要か？
・意志の疎通がないとプレーに影響が出るため
・意志疎通しやすくするため
・一緒に遊ぶことによって改めて知ることがある
・お互いのことを良く知るため
・深いコミュニケーションが取れるようになるため
・練習以外でもコミュニケーションを取っていれば練習でのコミュニケーションも取り
やすいから
・普段の生活からコミュニケーションを取っていればお互いのことが分かり合えるから
・お互いにどんな人間なのか、どんな考え方をするのか知ることができる
・コミュニケーションをさらに円滑に取れるようになるから
・練習以外のコミュニケーションで絆をより深めることでチームがより良いものになる
から
・人としてスポーツをしている時と違う面を見ることができるから
・チームメイトとの中を深めるため
・普段からコミュニケーションを取れていないと、練習、本番に発揮されないから
・友人としての付き合いも必要だから
・チーム競技だから連係が大事
・人と人との関係は、練習時のみでは信頼関係などが生まれにくいため
・心と心が繋がっていなければ信頼し合える仲にはなれないし、個々の良さを出せない
から
・日頃からコミュニケーションを取ることで、チーム内の雰囲気が良くなる
・部活動だけではどんな性格か分からないから
・練習だけでは得られないことがたくさんあるため
・練習以外のコミュニケーションが練習中のコミュニケーションにつながるから
・チームメイトの性格など知っておくことが大切だと思うから
・意識的に取るのではなく、自然と一緒にいる時間が長いから家族みたいな感じ
・性格やその人の癖が分かるから
・本当の意味での信頼関係を築くため
・相手のちょっとした変化に気付けるから
 先輩後輩との関係を円滑にするために心がけていたことは？
・なるべく多くコミュニケーションを取ろうとした
・先輩を敬う
―２５７―
・気遣いを心がけた
・オンとオフのメリハリをつける
・意識するときとしないときがあってよいと思う
・先輩を立てる
・明るく声をかけるよう努めた
・どんな内容でもとにかく話を聞く
・自ら積極的に話しかける
・思ったこと、感じたことはその場ではっきりという
・挨拶をしっかりすること
・言葉遣いに気を付けた
・敬語をしっかりつかう
・冗談を交えて会話する
・笑顔
・応援
・悪い習慣や決め事は自分の代でなくす
・先輩には言葉遣い、後輩には話しやすい雰囲気づくり
・できるだけ先輩の言うことを聞く
・気配り、周りに気を配って空気を読む
 合宿について
－２ 合宿と普段の練習では何が違うか？
・練習以外の時間を共に過ごすので、コミュニケーション向上になる
・普段取れないコミュニケーションが取れる
・気持ち的な部分
・練習量や時間
・団結力
・緊張感
・団体行動の意識
・個人の能力を伸ばす練習よりも、チームという組織を強くする練習が重視されていた
・競技のことを考える時間が増える
・やる気、元気、気合
・メンバーと関わる時間
・雰囲気
・合宿の期間はチームメイトとずっと生活を送っているので、集団でまとまった行動を
取ったり、規則を守る大切さを知るということ
・練習の質
・寝食を共にすることで相手を気遣う時間や場面が増え、普段の練習より「チーム」と
いうものを意識して行動する
―２５８―
・１日中一緒にいるということ
・息抜きの場が全くない
・周りの健康状態など気にしていた（→普段の練習より合宿のほうが体力的にも精神的
にも疲れるため）
・競技への没頭できる環境
・先輩、後輩との距離が近くなる
・生活をするということ
・集中できる環境、人間力
・チームが結束できる
―２５９―
